
 

 



2022年7月7日（木）
菅田医院 × 広島国際大学医療福祉学科　
                 難病プロジェクトPresents共同企画
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「若い人に願うこと」
講演者：若松　喜子
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　脳出血を発症し、後遺症とし
て右半身に中等度の麻痺と失語
症が生じてから、介護サービス
がないと生活できなくなった。若松さんは、そのよ
うな状態や心境の中でも前向きに過ごされ、「障が
いを持ってからの方が人との繋がりが深くなった
し、自分が前向きだということにも気づけた」と話
された。今回、菅田医院の職員がプラスアルファの
行動で私にこんな経験をさせてくれたように、若い
人たちには、おせっかいでも良いからプラスアルフ
ァの行動をしてほしい。それが自分のためにも、相
手の幸せにも繋がると。そして、今後も、自身の体
験談を話すような機会を積極的に作っていきたい。
依頼があれば話に行きたいと意気込みを話された。
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